
 

  

研究内容： 核磁気共鳴分光法のための測定データ補間手法に関する研究 

                                             

【シーズ紹介】 

SDGs 第 9目標の達成を目指し，化学分析装置をはじめとする様々なデバイスのデータ処理 

アルゴリズムの開発研究に取り組んでいます． 

                                                                  

・核磁気共鳴分光法のための測定データ補間手法に関する研究 

 物質の化学的な性質や構造を分析する核磁気共鳴分光法において分析の効率化に必要なデータの補間手法をグラ

フ信号処理や圧縮センシングと呼ばれる信号処理技術を用いた開発に取り組んでいます．これらの研究はまだ開発途

上であり，いまだ解決するべき課題は多くありますが，これらの技術を応用することでノイズ処理手法や信号分離手法と

いった核磁気共鳴分光法の幅広いデータ処理に関するアルゴリズムの開発にも取り組んでいます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・非接触生体情報センサのデータ処理に関する研究 

 非接触での生体情報（呼吸・心拍・筋肉の動作など）を測定するセンサのデータ処理アルゴリズムの研究に取り組んで

います．測定した電圧から高精度に生体情報を抽出，推定する手法の開発を行っています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 情報コース 

 

図 1：核磁気共鳴分光法のデータ処理のイメージ 
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技術相談 

提供可能技術： 

・データ分析 

・核磁気共鳴分光法 

・信号処理 

 

 

 

図 2：補間処理の例 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


